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◆
モ　
ー　
タ　
ー　
ボ　
ー　
ト　
競　
走　

事　
業　
管　
理　
者　
を　
新　
設　

４
月
１
日
付
け
で
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
管
理
者
に
就
任

し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
事
業
管
理
者
は
、
市
長
か
ら
一
般
的

な
指
揮
監
督
を
受
け
ず
、
企
業
経
営

に
関
し
て
相
当
広
範
囲
な
独
自
の
権

限
が
あ
る
た
め
、
柔
軟
で
効
果
的
な

事
業
の
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
競
艇
事
業
は
４
月
１
日
か
ら
地

方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
と
な
り

ま
し
た
。

◆
人
事
異
動

課
長
職
以
上
の
異
動
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
４
月
１
日
付
）

【
部
長
職
】

▼
企
画
商
工
部
理
事
（
企
業
誘

致
・
交
通
政
策
担
当
）

中
島
与
四

郎
▼
福
祉
保
健
部
理
事
（
介
護
保

険
・
高
齢
福
祉
担
当
）
田
中
久
美
子

【
次
長
職
】

▼
市
立
病
院
診
療
部
内
科
系
部
長

（
内
科
長
事
務
取
扱
）

戸
修

【
課
長
職
】

▼
総
務
部
安
全
対
策
課
長
　
津
田

勝
治
▼
総
務
部
用
地
課
長
　
五
道

常
守
▼
西
大
村
出
張
所
長
　
諸
正

悦
子
▼
竹
松
出
張
所
長
　
竹
尾
敏

行
▼
企
画
商
工
部
企
画
調
整
課
参

事
（
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
派
遣
）
橋
口
正
明
▼
企
画
商
工

部
企
画
調
整
課
参
事
（
シ
ン
ク
タ

ン
ク
担
当
）
兼
新
行
政
体
制
推
進

室
長
　
大
安
邦
明
▼
企
画
商
工
部

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
　
渡
海
次
夫

▼
企
画
商
工
部
商
工
観
光
課
長

上
野
修
▼
企
画
商
工
部
企
業
立
地

課
長
　
橋
本
正
利
▼
企
画
商
工
部

男
女
共
同
参
画
推
進
課
長
　
猪
股

恵
子
▼
企
画
商
工
部
男
女
共
同
参

画
推
進
課
参
事
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
担
当
）
富
永
耕
造
▼
市
民
環

境
部
市
民
課
長
　
杉
本
高
光
▼
市

民
環
境
部
市
民
課
参
事
（
市
民
生

活
相
談
室
長
）
松
口
保
▼
市
民
環

境
部
保
険
年
金
課
長
　
森
慎
二
▼

福
祉
保
健
部
福
祉
課
長
　
松
下
崇

文
▼
福
祉
保
健
部
高
齢
福
祉
課
参

事
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

谷
山
修
▼
福
祉
保
健
部
健
康
増
進

課
長
　
角
崎
正
晴
▼
会
計
課
長

山
下
喜
子
▼
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
長
　
福
田
和
典
▼
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
　
一
瀬
要

▼
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

川
尻
和
長
▼
水
道
局
業
務
課
長

柳
原
基
和
▼
水
道
局
下
水
道
課
長

塩
田
栄
三
郎
▼
水
道
局
浄
水
課
長

片
岡
敏
男
▼
市
立
病
院
看
護
部
副

看
護
部
長
兼
看
護
長
　
西
邦
子
▼

競
艇
企
業
局
業
務
課
長
　
平
野
精

一
郎

◆
新
規
採
用
職
員

市
民
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

市役所 春の人事異動

モーターボート競走
事業管理者

遠藤　謙二

※

■問い合わせ 人事課（内線272）

●採 用 人 数 保健師１人、看護師４～５人程度
●採用予定日 8月1日（火）

●申 込 期 限 5月22日（月）

●試　験　日 6月4日（日）

●申 込 方 法 人事課で配布する所定の申込書に記
入のうえ、お申し込みください。

※詳しくは、試験案内でご確認ください。
※試験案内および申込書は、人事課にあります。

市のホームページからもダウンロードできます。
（http://www.city.omura.nagasaki.jp）

市 職 員 採 用 試 験
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旧楠本正隆屋敷では、旧暦の
桃の節句に合わせて「大村のひ
なまつり」が開かれ、大村家に
代々伝わるお雛様が展示されま
した。4月1日・2日には「雛の
茶会」も催され、訪れた多くの
皆さんは桃の節句を目と口で味
わっていました。

歴史かおる桃の節句
－大村のひなまつり －　　　

3／25～4/9

ふるさとのきれいな海を子ど
もたちに残すため、大村湾の沿
岸清掃が大村公園近くの海岸で
行われました。「大村湾をきれい
にする会大村支部」のメンバー
や高校生など、早朝にもかかわ
らず参加した2 3 8人の市民の皆
さんは、空き缶や木くずなど約
1 , 5 6 0 k gのごみを拾い集め、さ
わやかな海岸を取り戻しました。

ふるさとの海をきれいに
－ 大村湾沿岸一斉清掃 －

3／19

患者さんにいやしの時間
－ 萱瀬中学校３年生

市立病院ロビーコンサート －

3／10

卒業を間近に控えた萱瀬中学
校３年生が、市立病院でロビー
コンサートを開きました。2 6人
の生徒たちは、大村看護高等専
修学校の学生たちに付き添われ
た入院患者の皆さんや、お見舞
いに訪れた人たちなどを前に、
息の合った合唱を披露しました。

「第5回長崎街道大村宿ひなま

つり」開催中のイベントの一つ

として、「ギネスに挑戦　大村

寿司づくり」が大村市中央商店

街で開かれました。4 8 7人の参

加者の皆さんが作り上げたの

は、米1 3 0 K gを使った約3 1 1ｍ

のながーい大村寿司。参加者の

皆さんは、完成した大村寿司を

おいしそうにほおばっていまし

た。

できた！日本一長い大村寿司
－ ギネスに挑戦 大村寿司づくり －

3／26
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初めての東彼杵町・大村市合

同の公演となるファンタジー・

ミュージカル「具足玉伝説ーカ

イトの海・タイチの山ー」が、

シーハットおおむらさくらホー

ルで開催されました。このミュ

ージカルは、大村と彼杵に伝わ

る話をモチーフに、ふるさとの

風土や友情、恋愛を描いた物語

で、原作から出演・スタッフに

至るまで両市町の住民がつくり

上げた力作です。2 1日には、東

彼杵町でも公演が行われまし

た。2つの会場で4回公演され、

詰め掛けた延べ2 , 0 0 0人の観客

からは大きな感動の拍手が送ら

れていました。

２つの市町で大きな拍手
－ ファンタジー・ミュージカル「具足玉

そ な い だ ま

伝説」 －

3／18・19
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基準年度に比べ1.67％の減少
平成16年度「大村市地球温暖化対策実行計画」の取り組み結果

市では、二酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温暖化を防止するため、市の事務および事業により排出され
る温室効果ガスを、平成11年度（基準年度）と比較して、平成17年度までに7.5％削減するように計画しています。
この計画に基づき平成16年度の排出状況を報告します。

●温室効果ガスの
排出状況

基準年度比：1.67％減少

灯油、A重油、都市ガス、電気使用量、公用車走行距離、一般廃棄物焼却量、下水処理量が増加しガソリン、
軽油、ＬＰＧ、廃プラスチック焼却量が減少しました。

温室効果ガス排出量については、市立病院の自家発電システムの稼働に伴いA重油の使用量が増加したものの、
ごみの分別収集が浸透してきたため廃プラスチック焼却量が減少し、結果として基準年度と比較して1 . 6 7％の減
少となりました。

●現状分析

●市民の皆さんへ

■問い合わせ 環境保全課（内線142）

「　
歯　
医　
者　
さ　
ん　
が　
介　
護　
？　
何　
を　
介　
護　
す　

る　
の　
？　
」　
と　
皆　
さ　
ん　
思　
っ　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
か　
。　

い　
え　
い　
え　
そ　
ん　
な　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

私　
た　
ち　
歯　
科　
医　
療　
従　
事　
者　
は　
、　
口　
の　
こ　
と　

に　
関　
し　
て　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
健　
康　
に　
関　
す　
る　

介　
護　
に　
も　
積　
極　
的　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
こ　
う　

と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

○　
摂
食

せ
っ
し
ょ
く

・　
嚥　
下　

え

ん

げ

リ　
ハ　
ビ　
リ　
テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　

多　
く　
の　
皆　
さ　
ん　
は　
、　
重　
大　
な　
病　
気　
や　
け　

が　
の　
後　
に　
介　
護　
が　
必　
要　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　
今　

後　
は　
私　
た　
ち　
の　
介　
護　
も　
必　
要　
と　
な　
る　
場　
面　

も　
多　
く　
な　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
た　
と　
え　
ば　
脳　
卒　

中　
な　
ど　
で　
脳　
の　
障　
害　
が　
生　
じ　
た　
と　
き　
、　
正　

し　
い　
嚥　
下　
（　
ご　
っ　
く　
ん　
と　
飲　
む　
こ　
と　
）　
が　

一　
時　
的　
、　
ま　
た　
は　
長　
期　
的　
に　
で　
き　
な　
く　
な　

る　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
皆　
さ　
ん　
も　
ご　
存　
じ　

の　
よ　
う　
に　
、　
病　
気　
は　
食　
べ　
て　
治　
す　
こ　
と　
が　

一　
番　
良　
い　
と　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
こ　
で　
摂　

食　
、　
嚥　
下　
の　
リ　
ハ　
ビ　
リ　
テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
を　
含　

む　
介　
護　
が　
必　
要　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

○　
口　
腔　

こ
う
く
う

ケ　
ア　
（　
口　
の　
中　
の　
掃　
除　
）　

皆　
さ　
ん　
は　
誤　
嚥　

ご

え

ん

性　
肺　
炎　
と　
い　
う　
病　
気　
を　

ご　
存　
じ　
で　
す　
か　
？　
そ　
の　
名　
の　
と　
お　
り　
、　
誤　

っ　
た　
嚥　
下　
に　
よ　
り　
細　
菌　
の　
塊　

か
た
ま
り

が　
肺　
に　
進　
入　

し　
て　
、　
肺　
炎　
を　
起　
こ　
す　
こ　
と　
で　
す　
。　
こ　
れ　

が　
原　
因　
で　
亡　
く　
な　
る　
人　
も　
少　
な　
く　
あ　
り　
ま　

せ　
ん　
。　
そ　
も　
そ　
も　
口　
の　
中　
は　
、　
プ　
ラ　
ー　
ク　

（　
歯　
垢　

し

こ

う

）　
や　
痰　たん
な　
ど　
の　
細　
菌　
の　
塊　
が　
多　
く　

存　
在　
し　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
を　
口　
腔　
ケ　
ア　
と　
い　
う　

介　
護　
で　
口　
の　
中　
か　
ら　
取　
り　
除　
く　
こ　
と　
で　
、　

肺　
炎　
を　
未　
然　
に　
防　
ぐ　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
の　
で　

す　
。　

○　
お　
口　
の　
健　
康　
フ　
ェ　
ス　
テ　
ィ　
バ　
ル　

「　
じ　
ゃ　
あ　
、　
そ　
の　
介　
護　
を　
誰　
に　
お　
願　
い　

で　
き　
る　
の　
？　
」　「　
も　
っ　
と　
口　
の　
介　
護　
の　
こ　

と　
が　
知　
り　
た　
い　
！　
」　
そ　
ん　
な　
ご　
要　
望　
に　
お　

応　
え　
す　
る　
た　
め　
、　
私　
た　
ち　
歯　
科　
医　
師　
会　
で　

は　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
方　
面　
の　
ご　
協　
力　
を　
い　
た　

だ　
き　
、　
今　
年　
も　
「　
お　
口　
の　
健　
康　
フ　
ェ　
ス　
テ　

ィ　
バ　
ル　
」　
を　
開　
催　
し　
ま　
す　
。　
特　
に　
今　
年　
は　

介　
護　
を　
メ　
ー　
ン　
に　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
企　
画　
を　
考　

え　
て　
い　
ま　
す　
。　

皆　
さ　
ん　
の　
ご　
来　
場　
を　
お　
待　
ち　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

と　
　　
き　

６　
月　
４　
日　

（　日　）　

午　
前　
1  0  
時　
〜　
午　
後　
２　
時　

と　
こ　
ろ　

シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　

内　
　　
容　

お　
口　
に　
関　
す　
る　
イ　
ベ　
ン　
ト　
、　
相　

談　
コ　
ー　
ナ　
ー　
な　
ど　

歯医者さんが介護？

吉田歯科医院

吉田 剛揮
ご う き

先生

親子で楽しく体験イベント
来場者に素敵なプレゼント

この計画では、市民の皆さんが清掃センターに出される廃棄物量や公共下水道などの使用量も対象になります。
処理量が減れば温室効果ガスの排出量も削減できます。ごみの分別および節水にご協力をお願いします。
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後
３
時

と
こ
ろ
　
大
村
公
園

集
合
場
所
　
大
村
競
艇
場
駐
車
場

対
象

小
学
生
以
上

定
員

１
、
０
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円

申
込
方
法

福
祉
課
で
配
布
し
て
い
る

申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
11
日

（　木　）　

内
容
　
８
月
３
日

（　木　）　
開
催
の
「
お
お

む
ら
夏
越
ま
つ
り
総
踊
り
」
の
際
に
、

演
奏
す
る
太
鼓
の
打
ち
手

対
象

○
子
ど
も
の
部
（
小
学
校
１
年

生
〜
中
学
校
３
年
生
）
○
大
人
の
部

（
高
校
生
以
上
）

申
込
期
限
　
５
月
２
日

（　火　）　

厚
生
・
国
民
年
金
の
全
般
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
市
役
所
で

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は

相
談
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
年
金
相
談

受
付
票
を
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
相
談
日
は
、
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
11
日

（　木　）　

入
居
日
　
６
月
１
日

（　木　）　

抽
選
日
お
よ
び
場
所
　
５
月
18
日

（　木　）　
、

午
前
1  0  
時
　
市
民
会
館

※
空
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住

宅
課

内
線
４
４
１
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
犬
（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、

猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
類

は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

内
容
　
①
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
入
門
②
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
入
門
（
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
）

対
象
　
①
②
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
関
し
て
初
心
者
の
人

と
き

①
５
月
23
日
〜
６
月
１
日

②
６
月
６
日
〜
15
日
の
い
ず
れ
も
毎
週

火
・
木
曜
日
、
午
後
１
時
3  0  
分
〜
４
時

3  0  
分
　

と
こ
ろ

情
報
交
流
プ
ラ
ザ

定
員

①
10
人
、
②
20
人
（　
い　
ず　
れ　
も　

申　
し　
込　
み　
多　
数　
の　
場　
合　
は　
抽　
選　
）　

受
講
料
　
①
②
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
希
望
講
座

番
号
（
丸
囲
み
番
号
）
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入　

の　
う　
え　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

あ　
て　
先　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
０　
２　
２　
　　
雄　

ヶ　
原　
町　
１　
２　
９　
８　
｜　
２　
９　
　　
大　
村　
市　
情　

報　
交　
流　
プ　
ラ　
ザ　
」　

申　
込　
期　
限　

①　
５　
月　
10
日　

（　水　）　
、　
②　
５　
月　

23
日　

（　火　）　

対
象
　
高
校
生
以
上
で
、
体
力
に
自
信

が
あ
っ
て
水
泳
が
で
き
、
炎
天
下
で
の

監
視
業
務
が
で
き
る
人

※
高
校
生
は
学
校
の
許
可
が
必
要

期
間
　
７　
月　
16
日　

（　日　）　
〜　
９　
月　
３　
日　

（　日　）　

と
こ
ろ
　
市　
民　
プ　
ー　
ル　

定
員
　
50
人
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容
　
プ
ー
ル
監
視
業
務　（
３
交
替
制
）

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
と
勤
務
可
能
な
期
間
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

ス

ポ
ー
ツ
棟
事
務
室

申
込
期
間
　
６
月　
１　
日　

（　木　）　
〜
10
日　

（　土　）　

と
き

５
月
28
日

（　日　）　
、
午
前
９
時
30
分

集
合
場
所
　
鈴
田
出
張
所

コ
ー
ス

鈴
田
出
張
所
〜
日
岳
展
望
所

〜
仏
舎
利
塔
〜
鈴
田
出
張
所
（
14
㎞
）

対
象
　
健
康
な
人
（
小
学
生
以
下
は
引

率
者
同
伴
）

参
加
費

３
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法
　
参
加
を
希
望
す
る
人
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
「
〒
８
５
６
｜
０
８
３
６

幸
町
25
｜
33

コ
ミ
セ
ン
」

○　5  4  
３
１
６
２

申
込
期
限
　
５
月
15
日

（　月　）　

と
き

５
月
21
日

（　日　）　
、
午
前
９
時
〜
午
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度
を
利
用
で
き
ま
す
。
収
入
状
況
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

墓
地
を
新
設
し
た
り
、
拡
張
す
る
場

合
は
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
墓
地
の
開
設
な
ど
の
許
可
は
次
の

団
体
で
な
け
れ
ば
、許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
宗
教
法
人
　
②
公
益
法
人
　
③
社
会

福
祉
法
人
　
④
適
格
性
が
認
め
ら
れ
る

法
人
　
⑤
地
縁
団
体

※
そ
の
ほ
か
に
も
、
設
置
場
所
・
施
設

基
準
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
月
29
日
か
ら
食
品
衛
生
法
の
改
正

に
よ
る
ボ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
基
準
値
が

な
か
っ
た
農
薬
も
０
・
０
１
ｐ
ｐ
ｍ
と

い
う
厳
し
い
基
準
値
が
設
定
さ
れ
、
基

準
値
を
超
え
る
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ

た
場
合
、
農
作
物
は
出
荷
停
止
、
回
収

な
ど
の
措
置
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項
　
○
農
薬
の
適
正
使
用
、
散

布
の
際
の
飛
散
防
止
を
心
掛
け
、
散
布

記
録
を
必
ず
記
帳
す
る
。

※
限
度
額
は
平
成
17
年
分
（
１
〜
５
月

は
平
成
16
年
分
）
の
所
得
額
で
す
。

※
扶
養
親
族
な
ど
が
６
人
を
超
え
る
場

合
や
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
、
ま
た
は

老
人
扶
養
親
族
が
い
る
世
帯
は
限
度
額

が
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

申
請
方
法
　
○
新
５
年
生
ま
た
は
新
６

年
生
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　…
受
給
し
て
い

な
い
保
護
者
は
「
新
規
認
定
請
求
」、

受
給
し
て
い
た
場
合
は
「
額
改
定
認
定

請
求
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
新

た
に
該
当
す
る
保
護
者
…　「
新
規
認
定

請
求
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の
　
（
新
規
認
定
請
求
）

印
か
ん
、
預
金
通
帳
、
健
康
保
険
証
、

基
礎
年
金
番
号
（
厚
生
年
金
等
加
入

者
）、
所
得
証
明
書
（
平
成
17
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
）

※
額
改
定
認
定
請
求
の
場
合
は
印
か
ん

申
請
期
限
　
９
月
29
日

（　金　）　

と
き
　
６
月
４
日

（　日　）　
、
午
前
７
時
30
分

〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
（
中
央
会
場
）

馬
場
先
波
止
、

森
園
公
園
、
鹿
ノ
島

※
各
町
内
で
も
、
子
ど
も
会
な
ど
の
団

体
に
呼
び
か
け
て
、
町
内
の
公
園
な
ど

を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
各
家
庭
で
も
、

家
族
そ
ろ
っ
て
家
の
周
り
な
ど
を
清
掃

し
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項
　
交
通
量
の
多
い
道
路
、
が

け
な
ど
の
危
険
個
所
は
避
け
、
マ
ム
シ
、

ハ
チ
、
ハ
ゼ
の
木
な
ど
の
有
害
動
植
物

に
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
拡
充
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
対
象
と
な
る
児
童
が

い
る
保
護
者
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

改
正
点
　
○
支
給
対
象
年
齢
が
こ
れ
ま

で
の
小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
小
学
校

６
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

○
所
得
制
限
限
度
額
が
次
表
の
と
お
り

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

と
き

５
月
19
日

（　金　）　
、
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ

県
忠
霊
塔
（
三
城
町
）

※
遺
族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
届
い

て
い
な
い
人
は
福
祉
課
ま
た
は
各
出
張

所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

県
営
バ
ス
が
、
４
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
り
、
長
崎
市
内
へ
、
通
勤
に

便
利
な
時
刻
に
運
行
し
ま
す
。

時
刻
　
○
午
前
７
時
50
分
発
（
長
崎
空

港
）

午
前
８
時
43
分
着
（
長
崎
駅
前
）

○
午
後
６
時
30
分
発
（
長
崎
駅
前
）

午
後
７
時
26
分
着
（
長
崎
空
港
）

途
中
停
車
バ
ス
停
（
市
内
）

試
験
場

前
、
桜
馬
場
、
ろ
う
学
校
前
、
高
速
道

路
木
場

対
象
と
な
る
児
童
が
市
内
在
住
で
、

小
中
学
校
（
国
公
立
・
私
立
）
に
通
学

す
る
児
童
生
徒
の
学
用
品
費
や
給
食
費

な
ど
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
支
払

い
が
困
難
な
保
護
者
は
、
就
学
援
助
制

◇
１
口
４
９
０
円
（
５
月
加
入
）

１
人
２
口
ま
で
　
■
安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
４
）

市
民
交
通
傷
害
保
険
受
付
中
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と
こ
ろ
　
市
弓
道
場

対
象
　
小
学
校
５
年
生
以
上

参
加
料
　
５
０
０
円
（
保
険
料
別
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
白
足
袋

※
弓
具
は
協
会
で
準
備
し
ま
す
。

と
き

５
月
７
日
〜
７
月
９
日
の
毎
週

日
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ

市
屋
内
プ
ー
ル

対
象
　
社
会
人
（
初
心
者
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

※
最
少
開
催
人
数
10
人

参
加
料

４
、
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
入

場
料
、
保
険
料
含
む
）

申
込
期
限

５
月
５
日

（　祝　）　

と
き
　
５
月
21
日

（　日　）　
、
午
前
８
時
　

と
こ
ろ
　
市
屋
内
プ
ー
ル

資
格
　
市
内
在
住
の
小
学
生
〜
高
校
生

申
込
期
限
　
５
月
10
日

（　水　）　

と
き

５
月
１
日

（　月　）　
〜
31
日

（　水　）　

と
こ
ろ
　
各
出
張
所
、
コ
ミ
セ
ン
、
図

書
館
、
環
境
保
全
課

内
容
　
大
村
湾
・
市
内
の
河
川
水
質
の

測
定
結
果
、
騒
音
・
振
動
の
測
定
結
果

な
ど

と
き

①
一
般
男
女
A
、
壮
年
男
子
45

歳
以
上
…
５
月
21
日

（　日　）　

②
一
般
男
女
Ｂ
、
壮
年
男
子
55
歳
以
上

…
６
月
４
日

（　日　）　

※
①
は
県
民
体
育
大
会
選
手
選
考
を
兼

ね
ま
す
。

と
こ
ろ
　
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資
格
　
市
内
在
住
の
人
（
①
は
学
生
不

可
、
②
は
市
外
在
住
で
市
内
勤
務
者
も

可
）

参
加
料
　
▽
協
会
員
１
、
５
０
０
円

▽
非
協
会
員
２
、
０
０
０
円

▽
学
生
１
、
０
０
０
円

申　
込　
期　
限　
　　
５　
月　
11
日　

（　木　）　
、　
午　
後　
５　
時　

と
き

６
月
10
日
〜
８
月
19
日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
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と　
き　
　　
５　
月　
６　
日　

（　土　）　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
２　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
市　
立　
病　
院　

内　
容　
　　
心　
臓　
手　
術　
に　
つ　
い　
て　

そ　
の　
１　

「　
虚　
血　
性　
心　
臓　
病　
っ　
て　
知　
っ　
て　
い　
ま　
す　

か　
」　

講　
師　
　　
中
村
克
彦

心
臓
血
管
外
科
医

※
手
話
通
訳
も
行
い
ま
す
。

４
月
か
ら
学
校
集
団
接
種
か
ら
、
個

別
接
種
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
医
療
機
関
で
年
間
を
通
じ
て
接
種

で
き
ま
す
。

対　
象　

日
本
脳
炎
…
９
〜
12
歳
（
小
学

校
４
年
生
が
標
準
）、
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
…
11
・
12
歳
（
小
学
校
６
年
生

が
標
準
）

料
金
　
無
料

※
指
定
医
療
機
関
は
、
広
報
お
お
む
ら

４
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
「
健

康
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
の
予
防
接
種

は
予
約
制
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
予
約

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

自
動
車
は
も
ち
ろ
ん
バ
イ
ク
、
原
付

自
転
車
の
所
有
者
は
、
自
賠
責
保
険

（
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
・
共
済
）

へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
未
加
入
車
の
運
行
は
、
１
年
以
下

の
懲
役
、ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
、

さ
ら
に
違
反
点
数
は
６
点
で
、
即
免
許

停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

い
ま
一
度
、
自
賠
責
保
険
の
期
限
が

切
れ
て
い
な
い
か
、
ま
た
未
加
入
で
は

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
は
市
内
の
車
両
販
売
店
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

減
免
対
象

①
障
害
者
の
通
学
、通
院
、

通
所
ま
た
は
仕
事
の
た
め
に
使
用
す
る

車
で
、
次
に
該
当
す
る
も
の

・
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、
歩
く

こ
と
が
困
難
な
人
が
所
有
し
て
い

る
車

・
身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
と

生
計
の
同
じ
人
が
所
有
し
て
い
る
車

・
障
害
者
の
み
の
世
帯
を
常
時
介
護
す

る
人
が
運
転
す
る
車

②
構
造
が
障
害
者
用
の
車

持
っ
て
く
る
も
の

軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病

者
手
帳
）　・
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

車
検
証
、
印
か
ん

※
ほ
か
に
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
普
通
自
動
車
（
諫
早
県
税
事
務
所
）

も
含
め
て
１
台
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
限

５
月
24
日

（　水　）　

自
動
車
税
の
納
付
書
は
５
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は
５
月
31
日

（　水　）　
で
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
で
忘
れ
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。
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◇
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
り
紙
・
立
看
板
な
ど
は
、
５
月
９
日

（火）
〜
31
日

（水）
に
取
り
除
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
課
　
（
内
線
４
３
４
）

違
反
広
告
物
を
取
り
除
き
ま
す



◎
普
通
救
命
講
習
会
　
参
加
者
募
集

と　
き　

６　
月　
11
日　

（　日　）　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　
正　
午　

と
こ
ろ

大
村
消
防
署

定　
員　

50
人　
（　
先　
着　
順　
）　

対
象

市
内
在
住
の
人

内　
容　

自　
動　
体　
外　
式　
除　
細　
動　
器　（　
A
E
D
）　

の　
取　
扱　
方　
法　
や　
応　
急　
手　
当　
に　
つ　
い　
て　

申　
込　
方　
法　

電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　

い　
。　

★
大
村
消
防
署
　

○　5  2  
４
１
３
８

◎
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
募
集

内
容

○
「
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

５
月
２
日

（　火　）　
か
ら
全
２
回
　

○
「
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
教
室
」

５
月
11
日

（　木　）　
か
ら
全
６
回
　

○
「
ワ
ー
ド
２
０
０
０
基
礎
講
座
」

５
月
12
日

（　金　）　
か
ら
残
り
３
回
（
開
催
中
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

地
域
交
流
館

受
講
料

２
０
０
円
（
１
回
）

※
テ
キ
ス
ト
料
は
別
途
必
要
で
す
。

★
Ｎ
Ｐ
O
法
人
Ｉ
Ｔ
へ
る
ぷ
（
岩
本
）

０
９
０
（
３
０
７
２
）
９
４
２
６

◎
開
隊
49
周
年
大
村
航
空
基
地
祭

と　
き　

５　
月　
20
日　

（　土　）　
、　
午　
前　
９　
時　
30
分　
〜　

午　
後　
４　
時　

と
こ
ろ

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地

内
容
　
記
念
式
典
、
展
示
飛
行
、
体
験

搭
乗
、
航
空
機
展
示
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
体
験
搭
乗
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
、
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模
擬
店
な
ど
（　
雨　
天　
の　
場　
合　
一　
部　
中　
止　
）　

○
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会

と　
き　

５　
月　
27
日　

（　土　）　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　
午　
後　

４　
時　

と
こ
ろ

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地

内
容
　
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

★
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地

○　5  2  
３
１
３
１

◎　
第　
３　
回　
カ　
メ　
リ　
ア　
こ　
こ　
ろ　
の　
講　
演　
会　

と　
き　

５　
月　
27
日　

（　土　）　
、　
午　
前　
10
時　
〜　
正　
午　

と
こ
ろ

さ
く
ら
ホ
ー
ル

演
題

「
私
、
う
つ
で
す
。
で
も
大
丈

夫
！
」

講
師

藤
臣
柊
子

ふ
じ
お
み
し
ゅ
う
こ

氏
（
漫
画
家
・
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

入
場
料

無
料

○
メ
デ
ィ
ア
公
開
討
論
会

テ
ー
マ
「
自
殺
報
道
と
社
会
へ
の
提
言
」

パ
ネ
リ
ス
ト

高
橋
祥
友

よ
し
と
も

氏
（
防
衛
医

科
大
学
教
授
）、
報
道
関
係
者
な
ど

※
講
演
会
に
引
き
続
き
、
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

★　
大　
村　
共　
立　
病　
院　

○　5  3  
１
１
２
１

◎
憲
法
週
間
（
５
月
１
日
〜
７
日
）

記
念
行
事

○
無
料
法
律
相
談
所

と
き

５
月
８
日

（　月　）　
、
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
は
相
談
で

き
ま
せ
ん
）

と
こ
ろ
　
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
（
長
崎
市

築
町
）

内
容
　
金
銭
・
土
地
・
夫
婦
・
相
続
・

親
子
・
建
物
・
人
権
・
登
記
問
題
な
ど

○
裁
判
所
見
学
、
公
判
傍
聴

申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

★　
長　
崎　
地　
方　
裁　
判　
所　
・　
長　
崎　
家　
庭　
裁　
判　
所　

０
９
５
（
８
２
２
）
６
１
５
１

◎
鯉
の
ぼ
り
を
上
げ
る
と
き
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

○
鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
離
し

て
上
げ
て
く
だ
さ

い
。

○
鯉
の
ぼ
り
の
支

柱
を
立
て
る
と
き

や
倒
す
と
き
は
、

電
線
に
触
れ
な
い

よ
う
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
架
か
っ

た
場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取

ら
ず
に
最
寄
り
の
営
業
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★　
九　
州　
電　
力　
大　
村　
営　
業　
所　

○　5  2  
７　
９　
０　
６　

◎
長
崎
労
働
局
が
移
転
し
ま
す

移
転
先

長
崎
市
万
才
町
７
｜
１
　
住

友
生
命
長
崎
ビ
ル
３
・
４
・
６
階

業
務
開
始
日

職
業
安
定
部
、
雇
用
均

等
室
…
５　
月　
29
日　

（　月　）　

労　
働　
基　
準　
部　
…　
６　

月　
５　
日　

（　月　）　

総　
務　
部　
、　
労　
働　
保　
険　
徴　
収　
室　

…　
６　
月　
12
日　

（　月　）　

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
業
務
開
始
日
以
降
、
電
話
番
号
が
変

わ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★　
長　
崎　
労　
働　
局　

０　
９　
５　
（　
８　
４　
６　
）　
６　
３　
４　
３　

（　Ⅰ　）　



◎
「
少
年
平
和
と
友
情
の
翼
」

参
加
者
募
集

と
き
・
と
こ
ろ

○
事
前
研
修
　
７
月

15
日

（　土　）　
・　
16
日

（　日　）　
、　
諫
早
少
年
自
然
の
家

○
沖
縄
研
修
　
７
月
24
日

（　月　）　
〜
27
日

（　木　）　

○
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
８
月

８
日

（　火　）　
・
９
日

（　水　）　
、
平
和
会
館

対
象

県
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生
〜

中
学
校
３
年
生
で
、
す
べ
て
の
研
修
に

参
加
で
き
、
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
児
童
・
生
徒

参
加
費

小
学
生
…
３
万
円

中
学
生
…
３
万
３
、
０
０
０
円

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
学
校
名
・

学
年
・
組
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
氏

名
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
８
５
２
｜
８
１
１
７
　
長
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崎
市
平
野
町
７
｜
８
　
長
崎
原
爆
資
料

館
内
長
崎
市
平
和
学
習
支
援
室

申
込
期
限

５
月
31
日

（　水　）　

★
長
崎
市
平
和
学
習
支
援
室

０
９
５
（
８
４
４
）
３
９
１
３

◎
香
典
返
し

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ
▼
鈴
田
武

◎
一
般
寄
付

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ
▼
上
田
誠

市
立
図
書
館
へ
▼
大
村
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
▼
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

西
大
村
コ
ミ
セ
ン
へ
▼
井
上
道
洋

パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ
▼
倉
石
秀
文
▼
ヨ
シ
ダ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▼
九
州
電
力
大
村
営
業
所

箕　
望　
荘　
へ　
▼　
圓　
山　
和　
代　
▼　
山　
下　
タ　
ミ　
子　
▼　
シ　

ュ　
ガ　
ー　
ロ　
ー　
ド　
▼　
納　
富　
光　
子　
▼　
み　
す　
じ　
会　

泉
の
里
へ
▼
林
彦
市
▼
開
田
秋
子
▼
中
川

５
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン

石
橋
百
合
子
様
（
久
原
１
丁
目
）
か
ら
、

香
典
返
し
と
し
て
、
す
こ
や
か
福
祉
基
金

お
よ
び
教
育
費
に
、
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
を

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
３
／
20
・
市
役
所
）

す
こ
や
か
福
祉
基
金

お
よ
び
教
育
費
に
寄
付

◇
■　月

胸
や
け
　
◇
■　火

頸
椎
骨
折
　
◇
■　水

子
ど
も
の
指
し
ゃ
ぶ
り
　
◇
■　木

高
齢
者
の
鼻
血
　
◇
■　金

噛
む
こ
と
の
効
用

◇
■　土

■　日

子
宮
脱
　
■

０
９
５
（
８
２
６
）
５
５
１
１
・
０
９
５
６
（
２
３
）
４
３
０
０

ク
ニ
子
▼
松
仙
会
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ

く
ら
荘
利
用
者
有
志
▼
山
田
逸
子
▼
田
中
重

敏
▼
末
永
義
治
▼
藤
間
勘
巳
満
▼
宮
崎
多
恵

子
▼
松
永
輝
美
▼
中
村
和
子
▼
松
原
チ
ヨ
子

▼
三
橋
房
子
▼
島
原
シ
ニ
ア
倶
楽
部
▼
白
浜

ジ
ャ
ギ
ー
ダ
ン
ス
教
室
▼
桃
道
会
▼
福
添
登

夫
▼
小
林
ヱ
イ
子
▼
松
尾
正
信
▼
長
崎
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
▼
長
崎
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
▼
岩
本
和
子
▼
橋
野
ミ
ヱ
子
▼
川

添
満
寿
美
▼
山
下
憲
子

う
ぐ
い
す
の
丘
へ
▼
野
口
ハ
ツ
▼
平
川
美
雪

▼
福
島
百
江
▼
徳
田
節
子
▼
柳
原
憲
臣
▼
福

田
志
津
子
▼
一
瀬
志
明
代

松
原
の
さ
と
へ
▼
山
田
庚
平

慈
恵
荘
へ
▼
松
永
シ
ズ
エ
▼
辻
み
ち
子
▼

菅
ひ
ろ
子
▼
赤
木
信
雄
▼
下
川
信
義
▼
平
田

輝
子
▼
出
口
俊
▼
Ｊ
Ａ
島
原
雲
仙
南
串
支
店

大
村
子
供
の
家
へ
▼
赤
水
清
春
▼
柳
原
久
子

▼
橋
爪
正
治
▼
黒
木
医
院
▼
西
日
本
新
聞
民

生
事
業
団
▼
ニ
ト
リ
▼
長
崎
新
聞
社
地
方
部

ふ
る
里
へ
▼
浦
崎
美
代
子
▼
山
崎
弘
子
▼
古

瀬
恭
孝
▼
松
仙
会
▼
長
岡
洋
道
▼
大
村
駅
▼

Ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
Ｓ
ｏ
ｙ

竹
松
ゆ
か
た
組
▼
竹
松

小
学
校
４
年
生
▼
翔
龍
太
鼓
▼
角
西
ミ
ヨ
シ

と
み
の
は
ら
へ
▼
大
窪
幸
子
▼
ヨ
シ
ダ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

長崎歴史文化博物館
◇企画展　日露修好1 5 0周
年記念「ロマノフ王朝と
近代日本展」
とき 6月４日（日）まで

長崎県美術館
※鴨居玲展関連事業
◇鴨居羊子の世界
とき 5月17日（水）～7月23日（日）

◇映画上映会
とき 7月1日（土）、午後3時30

分、午後5時30分
定員　100人（先着順）
入場料　無料

■問い合わせ　
県広報広聴課　

095(824)2574
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■人口89,598人（－674） ■男42,874人（－428） ■女46,724人（－246） ■世帯35,801世帯（－169）
3月末現在　（ ）内は前月比（住基法、外登法に基づく） 「広報おおむら」は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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